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議長 鈴木光一　副議長 松永秀篤
新しい議会体制決まる

議
長
あ
い
さ
つ
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副議長　松永秀篤 議長　鈴木　光一

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

町
議
会
は
昨
年
９
月
の

条
例
改
正
に
よ
り
、
11
月

に
実
施
さ
れ
た
大
熊
町
議

会
議
員
選
挙
か
ら
定
数
12

名
に
て
運
営
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

全
町
民
が
避
難
を
し
い

ら
れ
厳
し
い
状
況
の
な
か

で
、
町
土
の
早
期
復
興
、

生
活
支
援
、
中
間
貯
蔵
施

設
建
設
お
よ
び
影
響
緩
和

策
等
の
問
題
に
積
極
的
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
熊
町
の
新
た
な
復
興

課
題
解
決
に
む
け
議
員
一

丸
と
な
り
、
町
民
の
皆
様

の
代
表
と
し
て
そ
の
役
割

と
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し

皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る

よ
う
、
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お

一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
皆
様
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
、
年
頭
並
び

に
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
加
藤
良
一

副
委
員
長
　
仲
野
　
剛

　

議
会
が
円
滑
か
つ
効
率
的
に
運
営
し
ま
す
。

ま
た
議
長
の
諮
問
機
関
で
も
あ
り
、
条
例
制
定
・
改

正
や
請
願
書
の
付
託
の
取
扱
い
を
行
い
ま
す
。廣嶋公治　　阿部光國

伊藤昌夫　　加藤良一　　仲野　剛

　
11
月
20
日
、
初
議
会

が
招
集
さ
れ
、
議
長
に

鈴
木
光
一
議
員
、
副
議

長
に
松
永
秀
篤
議
員
を

選
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
各
委
員
会
の
構

成
も
決
り
ま
し
た
。

身
近
な
開
か
れ
た

行
動
す
る
議
会
を
目
指
し
ま
す



委
員
会
紹
介
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　
廣
嶋
公
治

副
委
員
長
　
加
藤
良
一

　

大
熊
町
の
復
興
と
町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
の
未
来
を

守
る
の
が
総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
役
割
で
す
。

　

適
正
な
運
営
を
し
て
い
る
か
、
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。

所
　
管

総
務
課　

税
務
課　

企
画
調
整
課　

出
納
室　

議
会

事
務
局　

教
育
総
務
課　

選
挙
管
理
委
員
会　

監
査

委
員　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

佐藤照彦　　仲野　剛　　松永秀篤
堀川亘夫　　廣嶋公治　　加藤良一

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委
員
長
　
阿
部
光
國

副
委
員
長
　
仲
野
　
剛

　

読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
町
民
の
方
々
の
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

佐藤照彦　　堀川亘夫　　松永秀篤　加藤良一
木幡ますみ　　阿部光國　　仲野　剛

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
伊
藤
昌
夫

副
委
員
長
　
阿
部
光
國

　

新
し
い
町
づ
く
り
と
生
活
再
建
支
援
を
町
民
の
目
線

で
実
行
し
て
い
く
の
が
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
役
割

で
す
。

所
　
管

住
民
課　

福
祉
課　

健
康
介
護
課　

環
境
対
策
課　

生
活
支
援
課　

復
興
事
業
課　

産
業
建
設
課　

い
わ

き
出
張
所　

農
業
委
員
会　

坂
下
ダ
ム
管
理
事
務
所

千葉幸生　　吉岡健太郎
木幡ますみ　　伊藤昌夫　　阿部光國



制度の周知
申請額確定
通知、振込

説明会開催
申請受付、審査

コール
センター役 場

町 民

申請内容
の確認

　

中
間
貯
蔵
施
設
整
備
等
影
響
緩
和
補
助
金
事
業
の
運

営
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
、
事
務
局
運
営
、
説
明
会
開

催
、
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
の
業
務
委
託
で
す
。

　

補
助
金
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
2
月

1
日
発
行
の
広
報
お
お
く
ま
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託

�

４
５
３
２
万
円

　

大
雨
で
三
森
山
林
道
が
流
さ
れ
た
た
め
復
旧
し
ま
す
。

三
森
山
林
道
改
良

�

３
５
０
万
円

　
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
中
間
貯
蔵
施
設
整
備

等
影
響
緩
和
補
助
金
事
業
の
シ
ス
テ
ム
開
発
や
三
森

山
の
林
道
改
良
な
ど
が
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
主
な
事
業
を
報
告
し
ま
す
。

投
票
に
よ
り
全
会
一
致
で
同
意

副 町 長

【氏　名】
吉　田　　　淳

【任　期】
平成28年1月1日から

副
町
長
に
吉
田
淳
氏

かんたんに手続きができる仕組をつくります

住民のため速やかに復旧
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補
正
予
算

平
成
27
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
9
日
か
ら
11
日
ま
で
の
3
日
間
の
日
程
で
開
か
れ

ま
し
た
。
定
例
会
で
は
平
成
27
年
度
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
副
町
長
の
人
事
な
ど
、

12
議
案
を
審
査
し
全
議
案
可
決
し
ま
し
た
。

システム開発・説明会・申請審査など

コールセンター
業務委託	4532万円

12
月
定
例
会



早く処分して　家庭内のごみ
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補
正
予
算
・
条
例
・
質
疑

補
正
予
算
、
条
例
改
正
の
審
議
を
行
い
、
業
務

は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
各
事
業
を
き
め

細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
を
報
告
し
ま
す
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

導
入
に
よ
り
、
印
鑑
登
録

と
各
種
証
明
が
コ
ン
ビ
ニ

で
取
得
で
き
る
条
例
改
正

で
あ
る
。

　

本
人
で
な
く
て
も
取
得

で
き
る
と
思
う
が
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
は
万
全
か
。

　
　

コ
ン
ビ
ニ
の
専
用
機

に
カ
ー
ド
を
通
し
暗
証
番

号
を
入
力
し
取
得
す
る
。

　

暗
証
番
号
を
知
り
得
る

こ
と
は
困
難
で
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
は
安
全
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

　
　

農
道
維
持
に
３
５
０

万
円
計
上
し
て
い
る
が
、

補
修
の
内
容
は
。

　
　

７
月
〜
８
月
の
大
雨

で
三
森
山
の
林
道
が
流
さ

れ
た
。
近
隣
住
民
の
帰
宅

が
困
難
に
な
っ
た
た
め
復

旧
す
る
。

　
　

出
張
所
の
修
繕
費
用

と
は
何
か
。

　
　

町
内
拠
点
整
備
の
た

め
会
津
若
松
出
張
所
か
ら

職
員
の
人
事
異
動
に
よ
り

増
員
さ
れ
る
た
め
出
張
所

内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更

を
行
う
。

　
　

緊
急
メ
ー
ル
と
は
ど

の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
か
。

　
　

一
時
帰
宅
な
ど
で
大

熊
町
に
い
る
場
合
、
エ
リ

ア
メ
ー
ル
で
通
報
す
る
。

緊
急
事
態
に
自
動
的
に
携

帯
電
話
に
入
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。

　
　

中
間
貯
蔵
施
設
整
備

等
影
響
緩
和
補
助
金
事
業

に
４
５
３
２
万
円
計
上
し

て
あ
る
が
、
具
体
的
に
何

を
す
る
の
か
。

　
　

シ
ス
テ
ム
開
発
と
運

営
を
業
務
委
託
す
る
。
委

託
先
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
制
度
の
説
明

や
手
続
き
を
行
う
。

　
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は

ど
こ
に
置
く
の
か
。

　
　

双
葉
町
と
合
同
運
営

を
考
え
て
お
り
、
い
わ
き

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

問答農
道
維
持
補
修

問

答い
わ
き
出
張
所

問答緊
急
速
報

問答

影
響
緩
和
補
助
金

問答問答

業
務
は
適
正
か
？

各
事
業
を
チ
ェ
ッ
ク

市
に
事
務
所
を
設
置
す
る
。

　
　

説
明
会
を
30
回
程
度

行
う
と
あ
る
が
、
町
政
懇

談
会
と
兼
ね
る
の
か
。

　
　

制
度
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
個
別
の
開
催

を
考
え
て
い
る
。

問答

　
　

帰
還
困
難
区
域
の
家

庭
内
ご
み
の
回
収
は
い
つ

頃
実
施
す
る
の
か
。

　
　

仮
置
場
の
確
保
な
ど

課
題
は
あ
る
が
、
平
成
28

年
3
月
下
旬
に
は
事
業
を

開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

詳
細
は
広
報
お
お
く
ま

家
庭
内
ご
み

問答

に
掲
載
す
る
。

　
　

職
員
の
第
３
種
放
射

線
取
扱
主
任
者
の
取
得
者

は
何
人
か
。

　
　

平
成
25
年
度
４
名
、

平
成
26
年
度
12
名
が
取
得

し
て
い
る
。

　

第
１
種
は
２
名
い
る
。

　
　

調
査
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

申
し
込
み
が
１
１
３

７
件
で
、
３
５
３
件
が
終

了
し
た
。

　

大
川
原
、
中
屋
敷
は
終

了
し
て
お
り
、
先
行
除
染

エ
リ
ア
・
中
間
貯
蔵
施
設

建
設
予
定
地
を
優
先
的
に

行
な
っ
て
い
る
。

放
射
線
取
扱
主
任
者

問答家
屋
損
壊
調
査

問答
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一  

般  

質  

問

５
人
が
一
般
質
問

復
興
へ
の
課
題
を
と
ら
え
て

町
政
を
問
う

ズバリ

楽しかったよ〜指人形劇（幼稚園、中学校の交流）

１．加　藤　良　一 議員 ７

具体的な整備時期の明記を

保育料を全額補助できないか

２．廣　嶋　公　治 議員 ８

地権者へ町独自の懇談会実施を

３．木　幡　ますみ 議員 ９

住居周辺を細かく測定すべき

どの程度自由なのか

４．千　葉　幸　生 議員 10

地権者の確認調査を早期に実施すべき

５．伊　藤　昌　夫 議員 11

洋風タイプの墓地公園を

お兄さん、お姉さんありがとう
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一  

般  

質  

問

　
　
　

第
二
次
復
興
計
画

で
は
、
平
成
29
年
度
ま
で

に
造
成
・
イ
ン
フ
ラ
整
備

平
成
30
年
か
ら
施
設
の
着

手
の
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

　

優
先
施
設
や
具
体
的
な

整
備
時
期
の
明
記
は
な
く

帰
町
判
断
と
な
る
庁
舎
、

復
興
町
営
住
宅
、
小
売
、

医
療
な
ど
生
活
に
欠
か
せ

な
い
主
要
な
施
設
は
い
つ

設
置
さ
れ
る
の
か
。

　

早
急
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
示
す
べ
き
。

　
　
　

事
業
を
よ
り
早
期

に
具
体
化
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
時
間
と
の

戦
い
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。本

年
度
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

に
発
注
し
、
用
地
が
確
定

し
な
い
中
で
も
、
具
体
的

な
土
地
利
用
に
係
る
基
本

計
画
を
進
め
て
い
る
。

は
や
る
気
持
ち
を
持
ち

つ
つ
も
、
越
え
る
べ
き
ハ

ー
ド
ル
は
超
え
な
が
ら
、

可
能
な
限
り
優
先
施
設
の

整
備
や
前
倒
し
の
整
備
を

示
せ
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

健
康
増
進
施
設

　
　
　

帰
町
時
期
の
平
成

30
年
度
ま
で
に
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
を
そ
な
え
た
健
康

増
進
施
設
を
設
置
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

健
康
増
進
施
設
は

町
民
の
帰
還
に
向
け
た
環

境
整
備
、
町
民
の
絆
を
維

持
す
る
た
め
に
も
、
早
期

に
整
備
が
必
要
な
施
設
と

考
え
る
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
も
、

復
興
を
果
た
し
魅
力
あ
る

街
づ
く
り
、
町
民
の
帰
還

判
断
、
新
た
に
住
民
を
呼

び
込
む
た
め
に
も
重
要
な

施
設
と
考
え
る
。

加
藤

町
長

加
藤

町
長

加
藤
　
良
一 

議
員

問 具体的な整備時期の明記を

答 優先施設の整備を示す

復
興
拠
点
整
備

　
　
　

児
童
が
他
自
治
体

の
保
育
所
に
入
所
し
た
際

の
保
育
料
を
全
額
補
助
で

き
な
い
か
。

　
　
　

保
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
保
育
所

徴
収
基
準
額
を
見
直
し
、

現
行
の
補
助
額
の
見
直
し

を
行
う
。

医
療
費
助
成

　
　
　

社
会
保
険
加
入
者

で
震
災
当
時
は
医
療
費
の

一
部
負
担
免
除
を
受
け
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
医
療
保
険
が
中
止
し

た
こ
と
に
よ
り
、
一
部
負

担
金
の
免
除
が
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
人
を
対
象
に

窓
口
負
担
分
の
医
療
費
助

成
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

社
会
保
険
加
入
者

加
藤

町
長

加
藤

町
長

町の宝　子どもの未来をどうまもるか

問 

保
育
料
を
全
額
補
助
で
き
な
い
か

答 

現
行
の
補
助
額
の
見
直
し
を
行
う

で
現
在
免
除
を
行
っ
て
い

る
保
険
者
の
免
除
期
間
の

見
通
し
が
つ
か
な
い
状
況

で
、
今
後
被
保
険
者
数
の

多
い
保
険
者
の
免
除
が
打

ち
切
ら
れ
た
場
合
多
く
の

対
象
者
が
生
じ
、
一
部
負

担
金
の
額
が
膨
大
に
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

財
源
の
問
題
も
あ
り
、

今
後
の
動
向
を
見
据
え
な

が
ら
検
討
す
る
こ
と
で
理

解
願
い
た
い
。
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一  

般  

質  

問

地権者に響かない説明会

廣嶋　公治 議員

　
　
　

中
間
貯
蔵
施
設
受

け
入
れ
判
断
は
、
環
境
省

の
地
権
者
説
明
会
、
候
補

地
内
８
行
政
区
長
の
申
し

入
れ
書
提
出
を
受
け
、
昨

年
12
月
に
受
け
入
れ
を
判

断
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
町
政
懇
談

会
を
実
施
し
、
受
け
入
れ

判
断
に
至
っ
た
経
過
説
明

を
し
て
、
町
民
よ
り
意
見

や
要
望
の
聞
き
取
り
を
し

た
。

　

し
か
し
環
境
省
・
町
は

「
検
討
す
る
」「
国
へ
要
望

す
る
」
と
の
回
答
に
と
ど

め
て
お
り
、
そ
の
対
応
に

地
権
者
は
不
安
と
不
審
感

を
抱
い
て
い
る
。

　

先
月
、
国
よ
り
現
地
調

査
を
終
了
し
た
地
権
者
へ

は
今
年
度
中
の
補
償
内
容

提
示
を
目
指
す
と
の
発
表

が
あ
っ
た
。

　

町
は
受
け
入
れ
判
断
を

し
た
以
上
、
地
権
者
か
ら

出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
に

応
え
る
た
め
町
独
自
の
懇

談
会
を
実
施
す
べ
き
。

　
　
　

町
の
復
興
、
町
民

の
生
活
再
建
に
一
刻
も
早

く
舵
を
切
る
た
め
町
と
し

て
判
断
を
行
っ
た
。

…
地
権
者
の
皆
さ
ん
に
は

様
々
な
思
い
や
課
題
が
あ

り
、
国
へ
は
で
き
る
限
り

の
対
応
を
す
る
よ
う
強
く

求
め
て
来
た
。

　

先
月
の
大
臣
会
見
は
そ

の
一
端
が
示
さ
れ
た
と
理

解
し
て
い
る
。

　

現
在
、
町
は
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
お
り
、
環
境

省
も
県
内
４
カ
所
に
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
事
業
主
体
の
環

廣
嶋

町
長

問 

地
権
者
へ
町
独
自
の
懇
談
会
実
施
を

答 

時
機
を
捉
え
開
催
す
る

中間貯蔵施設

境
省
が
積
極
的
に
動
く
こ

と
が
物
事
の
進
展
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

　

今
回
の
大
臣
発
言
を
受

け
て
ど
の
よ
う
な
目
に
見

え
る
動
き
が
あ
る
か
注
視

し
、
町
政
懇
談
会
を
例
年

実
施
し
て
い
る
が
、
時
機

を
捉
え
同
様
な
形
式
で
開

催
し
て
い
く
。
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平
成
25
年
度
の
大

熊
町
内
放
射
性
物
質
濃
度

調
査
結
果
の
小
冊
子
に
は

1
ベ
ク
レ
ル
は
問
題
な
い

と
記
載
し
て
あ
る
が
、
天

然
水
中
の
ト
リ
チ
ウ
ム
濃

度
は
1
リットル
あ
た
り
約
1
ベ

ク
レ
ル
で
は
な
く
、
1
ベ

ク
レ
ル
以
下
と
い
う
報
告

書
が
あ
る
。（
東
京
ア
イ

ソ
ト
ー
プ
総
合
研
究
所
報

告
第
15
号
）

　

こ
の
事
を
考
え
る
と
大

熊
町
は
天
然
レ
ベ
ル
以
上

で
あ
り
、
原
発
事
故
の
影

響
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
生
物
へ
の
影
響

が
大
で
あ
る
ス
ト
ロ
ン
チ

ウ
ム
90
は
水
に
溶
け
や
す

い
性
質
の
た
め
、
水
中
濃

木
幡

木
幡
ま
す
み 

議
員

問 住居周辺を細かく測定すべき

答 わかりやすい表現に努める

空
間
線
量

　
　
　

中
間
貯
蔵
建
設
に

よ
り
影
響
緩
和
交
付
金
と

し
て
４
６
１
億
円
交
付
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
極

め
て
自
由
度
の
高
い
交
付

金
と
聞
い
て
い
る
が
、
ど

の
程
度
自
由
度
が
高
い
の

か
。
ま
た
、
具
体
的
な
事

業
展
開
は
考
え
て
い
る
の

か
。

　

町
長
は
、
帰
れ
な
い

方
々
に
も
支
援
を
し
て
い

く
と
言
っ
て
い
る
が
、
ど

の
様
な
支
援
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　
　

中
間
貯
蔵
施
設
整

備
等
影
響
緩
和
交
付
金
に

関
し
て
、
町
で
は
使
途
に

制
限
の
な
い
交
付
金
制
度

を
要
望
し
て
い
た
。
町
民

の
皆
様
に
幅
広
く
公
平
に

交
付
で
き
る
仕
組
み
を
国

と
協
議
し
て
い
く
。

　

し
か
し
国
の
交
付
金
で

あ
る
以
上
、
自
由
に
給
付

す
る
事
は
出
来
な
い
と
い

う
制
約
の
あ
る
中
、
町
と

し
て
も
ベ
ス
ト
と
は
言
え

な
い
内
容
で
あ
る
が
、
こ

の
方
法
で
実
施
し
て
行
か

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

る
。

木
幡

町
長

問 

ど
の
程
度
自
由
な
の
か

答 

国
の
交
付
金
で
あ
り
自
由
給
付
は
で
き
な
い

影響緩和交付金 度
の
測
定
と
外
部
被
爆
評

価
の
た
め
に
住
居
周
辺
の

空
間
線
量
を
細
か
く
測
定

す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
土
壌
中
の
放
射

性
物
質
が
報
告
さ
れ
て
い

る
が
、
単
位
面
積
あ
た
り

の
蓄
積
で
表
示
す
べ
き
で

あ
る
。

　
　
　

ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度

に
つ
い
て
は
、
福
島
県
内

の
上
水
中
の
ト
リ
チ
ウ
ム

の
分
析
結
果
を
参
考
に
し

た
。

　

福
島
県
内
で
は
、
検
出

限
界
値
が
0.4
ベ
ク
レ
ル
未

満
か
ら
1.2
ベ
ク
レ
ル
と
な

っ
て
い
る
。
天
然
水
中
に

は
約
1
ベ
ク
レ
ル
の
天
然

由
来
の
ト
リ
チ
ウ
ム
が
含

ま
れ
て
い
る
と
記
載
し
た
。

　

今
後
は
測
定
を
継
続
し

て
よ
り
わ
か
り
や
す
い
表

現
に
努
め
る
と
と
も
に
、

経
過
の
観
察
を
行
っ
て
い

く
。

町
長

空間線量は細かくチェック

一  

般  

質  

問
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一  

般  

質  

問

千葉　幸生 議員

　
　
　

町
土
復
興
の
た
め

に
は
、
大
川
原
の
拠
点
や

下
野
上
地
区
４
０
０
㌶
や

Ｊ
Ｒ
だ
け
で
な
く
、
更
に

エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
除
染

・
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

　

熊
町
・
舘
地
区
に
あ
る

総
面
積
約
１
１
０
㌶
の
旧

ゴ
ル
フ
場
計
画
地
の
計
画

者
株
式
会
社
山
口
工
務
店

は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

に
よ
り
計
画
を
取
り
や
め

地
権
者
と
の
借
地
契
約
を

平
成
12
年
12
月
に
解
約
し

た
が
、
地
権
者
へ
の
未
払

い
分
が
５
６
３
６
万
円
と

な
っ
て
い
た
。

　

平
成
16
年
２
月
３
日
の

臨
時
議
会
で
は
、
未
払
い

分
を
町
が
支
払
う
こ
と
で

約
40‌

㌶
を
寄
付
す
る
と
い

う
山
口
工
務
店
か
ら
の
負

担
付
寄
付
の
申
し
入
れ
を

審
議
し
た
結
果
、
し
っ
か

り
と
地
域
振
興
に
役
立
て

て
い
く
と
い
う
町
の
方
針

を
承
認
し
、
町
有
地
と
し

て
取
得
し
た
。

　

そ
の
後
11
年
間
、
具
体

的
な
開
発
計
画
は
な
く
中

途
半
端
な
状
態
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
次
の
３
点
に

つ
い
て
問
う
。

①
除
染
土
壌
や
ガ
レ
キ
類

の
仮
置
き
場
が
不
足
し

て
い
る
中
、
熊
町
・
舘

地
区
の
町
有
地
を
整
備

す
る
こ
と
は
除
染
の
加

速
化
や
町
土
復
興
に
必

要
で
は
。

②
熊
町
・
舘
地
区
の
町
有

地
は
約
40‌

㌶
だ
が
、
虫

食
い
状
態
で
大
規
模
な

整
備
は
困
難
。
残
り
約

７0‌

㌶
を
取
得
す
る
つ
も

り
は
あ
る
か
。

③
旧
ゴ
ル
フ
場
計
画
地
に

は
地
権
者
が
７
６
７
人

お
り
、
安
否
確
認
で
き

千
葉 問 

地
権
者
の
確
認
調
査
を
早
期
に
実
施
す
べ
き

答 

先
送
り
せ
ず
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く

旧ゴルフ場計画地

な
い
方
も
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

早
期
整
備
の
た
め
に

は
、
費
用
が
掛
か
っ
て

も
、
地
権
者
の
確
認
調

査
を
早
期
に
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

現
在
、
下
野
上
地

区
周
辺
95…

㌶
の
除
染
に
つ

い
て
は
、
熊
川
・
熊
町
地

区
の
水
田
20…

㌶
に
仮
置
き

場
を
計
画
し
て
い
る
が
、

ま
だ
不
足
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
今
後
の
町
土
復

興
を
進
め
て
い
く
上
で
除

染
の
加
速
化
が
最
重
要
課

題
で
あ
る
が
、
仮
置
き
場

の
整
備
や
客
土
に
必
要
な

盛
土
材
の
確
保
等
に
苦
慮

し
て
い
る
。

　

熊
町
・
舘
地
区
の
町
有

地
40…

㌶
は
、
虫
食
い
状
況

で
あ
り
、
現
状
で
は
仮
置

き
場
と
し
て
の
利
用
は
難

し
い
。
町
有
地
以
外
の
70…

㌶
に
は
、
個
人
・
共
有
地

が
あ
り
、
共
有
地
に
つ
い

て
は
最
近
熊
町
共
有
地
組

町
長

有効活用が期待される旧ゴルフ場跡地

合
規
約
の
存
在
を
確
認
で

き
、
今
後
は
代
表
者
等
に

話
し
を
聞
き
な
が
ら
用
地

取
得
に
向
け
進
め
て
い
き

た
い
。

　

共
有
地
に
つ
い
て
は
、

地
権
者
数
も
多
く
安
否
確

認
・
登
記
ま
で
は
、
か
な

り
の
労
力
と
経
費
と
時
間

が
掛
か
る
と
考
え
る
。
こ

れ
を
放
置
・
先
送
り
せ
ず

問
題
を
解
決
す
べ
く
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

平
成
28
年
度
に
調
査
に

関
わ
る
予
算
を
計
上
す
べ

き
か
は
、
内
部
で
よ
く
検

討
し
な
が
ら
前
向
き
に
考

え
て
い
く
。

JR常磐線 至 仙台

至 いわき

熊
町
地
区

6
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中
間
貯
蔵
施
設
建

設
予
定
地
や
帰
還
困
難
区

域
内
に
墓
地
を
所
有
し
て

い
る
方
々
か
ら
、
自
由
に

お
墓
参
り
で
き
る
場
所
に

共
同
墓
地
建
設
の
要
望
が

数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
先
般
町
か

ら
、
大
川
原
西
平
地
区
内

に
建
設
さ
れ
る
予
定
地
が

示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

建
設
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
四
季
折
々
に
花
が
咲

き
墓
石
も
コ
ン
パ
ク
ト
で

景
観
に
も
優
れ
る
洋
風
タ

イ
プ
の
墓
地
公
園
建
設
を

提
案
す
る
。

　

最
近
墓
地
に
対
す
る
考

え
方
、
価
値
観
も
大
分
変

わ
っ
て
き
て
い
る
が
、
先

祖
を
敬
い
感
謝
の
心
で
供

養
し
て
い
く
気
持
だ
け
は

持
ち
続
け
て
い
き
た
い
。

　

早
期
建
設
は
も
ち
ろ
ん

大
事
だ
が
、
永
代
に
わ
た

り
使
用
す
る
墓
地
だ
け
に

町
民
が
ど
の
様
な
墓
地
を

希
望
し
て
い
る
の
か
を
見

極
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

伊
藤

伊
藤
　
昌
夫 

議
員

一  

般  

質  

問

整然と並ぶ霊園墓地

０
６
件
の
希
望
が
あ
っ
た
。

　

利
用
す
る
場
合
の
希
望

す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

は
、
墓
地
の
除
草
・
清
掃

や
法
要
が
出
来
る
施
設
の

希
望
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
結
果
を
基
に
、
用

地
と
し
て
大
川
原
字
西
平

地
内
に
6
ヘクタール
ほ
ど
の
土
地

の
地
権
者
に
墓
地
建
設
に

つ
い
て
の
説
明
が
終
了

し
、
用
地
に
つ
い
て
一
定

の
目め

途ど

が
つ
い
た
。

　

公
園
的
な
要
素
も
十
分

に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
出

来
る
面
積
で
計
画
し
て
い

る
が
、
他
の
墓
地
の
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
町
民

の
多
く
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
、
大
熊
町
な
ら
で

は
の
墓
地
を
建
設
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

分
譲
す
る
区
画
数
に
つ

い
て
は
、
需
要
を
見
な
が

ら
拡
張
す
る
こ
と
を
前
提

に
最
終
的
に
は
１
０
０
０

区
画
程
度
を
考
え
て
い
る
。

　

区
画
の
広
さ
に
つ
い
て

は
、
中
央
台
霊
園
を
参
考

に
検
討
す
る
と
と
も
に
、

最
近
需
要
が
高
ま
っ
て
い

る
洋
風
タ
イ
プ
の
墓
石
が

整
然
と
並
ぶ
区
画
の
設
置

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
供
用
開
始
時
期

に
つ
い
て
は
な
る
べ
く
早

く
と
考
え
て
い
る
が
、
用

地
の
取
得
、
設
計
、
許
認

可
を
経
て
か
ら
建
設
と
な

る
の
で
、
あ
る
程
度
の
期

間
を
要
す
る
。
建
設
の
目

途
が
つ
い
た
時
点
で
の
申

込
受
付
開
始
を
考
え
て
い

る
。
具
体
的
に
は
平
成
28

年
度
末
を
目
標
と
し
て
い

る
。

る
。

　

そ
こ
で
第
一
に
、
町
で

は
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
ど
の

程
度
把
握
し
て
墓
地
建
設

を
進
め
て
い
る
の
か
。

　

第
二
に
、
墓
地
建
設
計

画
全
般
の
絵
姿
と
、
い
つ

か
ら
使
用
可
能
な
の
か
建

設
工
程
を
伺
う
。

　
　
　

自
由
に
お
墓
参
り

が
出
来
な
い
事
に
対
し
、

新
た
な
町
営
墓
地
の
要
望

が
あ
っ
た
の
で
、
今
年
の

3
月
に
墓
地
に
対
す
る
意

向
調
査
を
実
施
し
た
。

　

３
月
31
日
現
在
の
集
計

で
は
、
５
９
７
名
の
方
か

ら
解
答
を
い
た
だ
き
、
２

町
長

問 洋風タイプの墓地公園を

答 大熊町ならではの墓地にしたい

町
営
墓
地
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地
域
で
活
躍
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福島県全域を駆け巡り、心をこめてジャッジ

　

12
月
5
日
、
会
津
若
松
市
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
よ
り
、
日
頃
の
功
績
を

称
え
、
大
熊
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

の
審
判
員
２
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
後
、
会
津
若
松
市
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
審
判
委
員
会
に
加
入
し
、

毎
年
５
月
か
ら
10
月
ま
で
の
半
年
間

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

二
人
は
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

公
認
第
１
種
を
取
得
さ
れ
て
お
り
、

社
会
人
か
ら
学
生
ま
で
幅
広
く
派
遣

さ
れ
、
年
間
50
試
合
以
上
を
務
め
て

い
ま
す
。

　

避
難
後
は
審
判
の
機
会
が
な
い
時

期
が
続
き
ま
し
た
が
、
会
津
若
松
市

審
判
委
員
会
の
仲
間
と
な
り
、
貴
重

な
存
在
と
し
て
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
。

今野　盛雄　氏 島原　健二郎　氏

大
熊
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

委

員

長
　
　
阿
部
　
光
國

副
委
員
長
　
　
仲
野
　
　
剛

委
　
員
　
　
佐
藤
　
照
彦

委
　
員
　
　
木
幡
ま
す
み

委
　
員
　
　
加
藤
　
良
一

委
　
員
　
　
堀
川
　
亘
夫

委
　
員
　
　
松
永
　
秀
篤

発
行
責
任
者
　
　
鈴
木
　
光
一

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

編
集
後
記

昨
年
の
11
月
に
、
町
議
会
議
員
選
挙

が
執
行
さ
れ
、
新
た
に
12
人
の
議
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

広
報
公
聴
委
員
会
も
７
人
の
新
し
い

メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
で
生
活
し
て
い
る
町
民
の
皆
様

に
読
み
や
す
い
、
わ
か
り
や
す
い
議
会

だ
よ
り
を
つ
く
り
届
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
も
合
わ
せ
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
、

町
民
同
士
の
絆
も
広
げ
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

…

広
報
公
聴
委
員
長　

阿
部　

光
國

今
野
・
島
原
氏
、

二
人
が
表
彰
を
受
け
る


